
「愛と幸せのある 安心して暮らせるまち」 を目指して
の実現を

　今月の特集では、３月町議会で可決された平成27年度当初予算について、その概要と主な事業をお知らせします。
　本年度は、安全で快適な生活環境づくりと、子育てなど住民が安心して暮らせる町の実現を重点施策と位置付け、
後年度負担にも配慮し、確実な行政運営に心掛け、「愛と幸せのあるハッピーランド」の実現を目指します。
　また、将来に向け、第６次幸田町総合計画や児童館建設基本構想などの策定や、各施設の長寿命化計画の策定を行
い、「未来に向けた魅力あるまちへの計画づくり」をキーワードに予算編成をしました。

平
成
27
年
度

　
　
　
　
当
初
予
算

●
一
般
会
計

●
特
別
会
計

●
企
業
会
計

　

予
算
総
額

　

１
３
７
億
９
，
０
０
０
万
円

　

一
般
会
計
は
、
町
が
行
う
仕
事
の
大
部
分
を
賄

う
予
算
で
、
町
税
や
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど

を
財
源
に
し
て
い
る
も
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

最
も
関
わ
り
の
深
い
予
算
と
い
え
ま
す
。

　

予
算
総
額
（
７
特
別
会
計
）

　

７
２
億
８
，
３
８
４
万
円

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
財
源
で
特
定
の
事
業
を

行
う
も
の
で
、
土
地
取
得
特
別
会
計
・
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・

介
護
保
険
特
別
会
計
・
幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
・
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
・

下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

収
益
的
支
出　

７
億
２
，
８
６
１
万
円

　

資
本
的
支
出　

７
億
１
，
１
８
８
万
円

　

企
業
会
計
は
、
税
金
を
使
わ
ず
、
一
つ
の
会
社

の
よ
う
に
独
立
採
算
制
で
事
業
・
経
理
を
行
う
も

の
で
す
。
本
町
で
は
、
水
道
事
業
会
計
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。

（▲減）
会　計　区　分 平成27年度予算 平成26年度予算 伸び率（％）

一 般 会 計 137億9,000万円 131億2,000万円 5.1

特別会計

土 地 取 得 特 別 会 計 2,280万円 2,951万円 ▲ 22.7
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 36億9,076万円 31億5,816万円 16.9
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 3億1,167万円 2億9,708万円 4.9
介 護 保 険 特 別 会 計 17億4,474万円 17億 66万円 2.6
幸田駅前土地区画整理事業特別会計 3億6,972万円 3億2,255万円 14.6
農業集落排水事業特別会計 3億8,859万円 3億8,523万円 0.9
下 水 道 事 業 特 別 会 計 7億5,556万円 7億7,943万円 ▲ 3.1

水道事業
会　　計

収 益 的 支 出 7億2,861万円 7億9,704万円 ▲ 8.6
資 本 的 支 出 7億1,188万円 7億1,602万円 ▲ 0.6
合　　　　　　　計 225億1,433万円 213億 568万円 5.7
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平成27年度の主要な施策と予算

主
な
区
分
の
内
容

歳
入
…
１
年
間
の
す
べ
て
の
収
入

歳
出
…
１
年
間
の
す
べ
て
の
支
出

平成27年度幸田町一般会計予算歳入歳出款別構成比（％）

歳入歳出予算総額　137億9,000万円

歳出
民生費
32.4%

教育費
13.9%総務費

12.9%

土木費
10.8%

衛生費
8.7%

公債費
8.0%

消防費 5.5%

農林水産業費 4.3%
災害復旧費 0.1%

予備費 0.2%

諸支出金 0.2%

議会費 1.2%

商工費 1.1%

労働費 0.7%

歳入 町税
61.5%

繰入金
8.2%

国庫支出金
7.6%

県支出金 5.4%

地方消費税交付金
４.９%

諸収入 3.5%
繰越金 2.2%
分担金及び負担金 1.6%
使用料及び手数料 1.6%

町債 1.2%

その他 0.6%
地方特例交付金 0.2%
自動車取得税交付金 0.3%
配当割交付金 0.3%
地方譲与税 0.9%

歳　出
　費目別に見ると、民生費が全体の32.4％を占め、
次いで教育費13.9％、総務費12.9％、となってい
ます。総務費では社会保障・税番号制度システム対
応や電算システム改修などにより２億円増（ 12.6％
増）、消防費では、消防救急無線デジタル化整備な
どにより２億円増（ 35.6％増）、教育費ではハッピ
ネス・ヒル・幸田修繕、中学校への太陽光発電設置
などにより３億４千万円増（ 21.4％増）などが前
年度から増加した主な理由で、全体では6億７千万
円増の予算額となりました。

歳　入
　最も大きな割合を占めている町税は、前年度
比1.3％増の84億７千万円（構成比61.5％）と
小幅な回復を見込みましたが、リーマンショッ
ク前と比較して約9億円減少しています。その
ため、財源不足を埋めるため基金から11億円
の取り崩し（繰入金）を予定しています。また、
借金である町債は１億７千万円に抑え、平成
26年度末現在で52億円ある町債残高を、43億
に減少させ、財政の健全性の確保に努めました。

【
町�

税
】
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
た
ば
こ
税
な
ど
歳
入
の
貴

重
な
財
源

【
繰�

入
金
】
積
立
し
て
あ
る
基
金
（
貯
金
）

の
取
崩
し
又
は
、
特
別
会
計
か
ら
繰

入
れ
る
お
金

【
国�

庫
（
県
）
支
出
金
】
特
定
の
事
業
の

財
源
の
一
部
と
し
て
、
国
（
県
）
か

ら
支
出
さ
れ
る
お
金

【
町�

債
】
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、

国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
る
お

金

【
地�

方
譲
与
税
】
国
税
と
し
て
徴
収
し
、

地
方
に
譲
与
す
る
地
方
揮
発
油
譲
与

税
、
自
動
車
重
量
譲
与
税

【
民�

生
費
】
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
障
が

い
者
な
ど
福
祉
や
医
療
な
ど
に
使
わ

れ
る
お
金
（
児
童
手
当
等
）

【
総�

務
費
】
町
職
員
の
給
与
や
町
の
財
産

の
管
理
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

【
教�

育
費
】
小
・
中
学
校
、
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
・

ヒ
ル
・
幸
田
の
運
営
や
生
涯
学
習
講

座
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

【
公
債
費
】
町
債
を
返
済
す
る
お
金
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主
な
事
業

①
安
全
で
快
適
な
都
市
の

　

基
盤
・
生
活
の
環
境
づ
く
り

　

町
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適
性

の
高
い
都
市
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
防
災
・
減
災

　

・�

○新
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー
交
差
部
道
路
冠
水

状
況
情
報
カ
メ
ラ
設
置

　

・�

○新
南
部
中
学
校
へ
防
災
備
蓄
倉
庫
設
置

　

・
民
間
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

　

・
耐
震
改
修
・
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　

・�

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事
費
補
助

　

・
自
主
防
災
会
育
成

●
交
通
・
防
犯

　

・
○新
道
路
電
光
掲
示
板
設
置

　

・
○新
防
犯
灯
調
査

　

・
○新
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
リ
ー
ス

　

・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行 ○新

は
新
規
事
業

　

・
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
購
入
支
援

　

・
地
域
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営

●
消
防
・
救
急

　

・
○新
消
防
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

　

・�
○新
非
常
用
発
電
機
用
屋
外
タ
ン
ク
設
置

　

・�
消
防
団
第
２
分
団
第
１
部
詰
所
用
地
取
得

　

・
防
火
水
槽
、
消
火
栓
設
置

●
道
路
・
橋
梁

　

・
舗
装
補
修
（
長
嶺
１
号
線
他
）

　

・
道
路
整
備
（
野
場
横
落
線
他
）

　

・
橋
梁
修
繕
（
倉
添
橋
）

　

・
生
活
道
路
の
舗
装
、
側
溝
整
備

●
都
市
基
盤

　

・
幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
推
進

　

・�

土
地
区
画
整
理
事
業（
岩
堀
・
六
栗
・
里
）

推
進

●
下
水
道
（
公
共
下
水
・
集
落
排
水
）

　

・�

北
部
処
理
分
区
、
土
地
区
画
整
理
地
内

の
整
備

　

・
農
業
集
落
排
水
事
業
13
地
区
維
持
管
理

●
上
水
道

　

・
永
野
ポ
ン
プ
場
更
新
工
事

　

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
能
強
化

　

自
然
と
の
共
生
を
図
り
、
緑
豊
か
で
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
環
境

　

・
○新
次
世
代
自
動
車
購
入
支
援

　

・
○新
墓
地
公
園
構
想
策
定

　

・�

太
陽
光
発
電
、
燃
料
電
池
、
太
陽
熱
利

用
シ
ス
テ
ム
設
置
支
援

　

・
生
ご
み
処
理
容
器
等
設
置
支
援

　

・
自
然
観
察
会
・
環
境
学
習
会

　

・
ク
リ
ー
ン
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

　

・
資
源
回
収
事
業
支
援

●
都
市
公
園

　

・
○新
永
野
公
園
ト
イ
レ
改
修
設
計

　

・
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業

　

・
公
園
遊
具
・
施
設
整
備
補
修

　

培
わ
れ
た
地
域
産
業
を
生
か
し
、
ま
ち
全

体
の
調
和
の
中
で
創
造
性
の
高
い
産
業
振
興

及
び
新
産
業
の
創
生
に
努
め
ま
す
。

●
農
村
・
農
林
業

　

・
○新
い
ち
ご
集
荷
ラ
イ
ン
更
新
補
助

　

・
○新
就
農
支
援
研
修

　

・
○新
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

　

・
農
林
業
活
性
化
支
援

　

・
林
道
整
備

　

・
里
山
林
等
整
備

　

・
こ
う
た
産
業
ま
つ
り

●
商
工
・
観
光
・
勤
労
者

　

・
商
工
観
光
業
活
性
化
支
援

　

・
振
興
資
金
等
信
用
保
証
料
補
助

　

・�

幸
田
し
だ
れ
桜
ま
つ
り
・
幸
田
彦
左
ま

つ
り
等
助
成

●
企
業
立
地

　

・
○新
も
の
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

　

・
工
業
団
地
開
発
調
査

　

・
企
業
立
地
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進

　

・�

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
レ
ク
チ
ャ
ー
ズ
（
も
の

づ
く
り
日
本
講
演
会
）

　

町
民
一
人
一
人
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で

生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
地
域

社
会
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

●
健
康
づ
く
り

　

・
健
康
こ
う
た
21
計
画
の
推
進

　

・�

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
任
意
接
種
・

風
し
ん
対
策
助
成
・
各
種
予
防
接
種

　

・
人
間
ド
ッ
ク
・
住
民
健
診

　

・�

各
種
が
ん
検
診（
無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
）

　

・
妊
婦
健
康
診
査
（
14
回
公
費
負
担
）

　

・
乳
幼
児
健
康
診
査
・
相
談

　

・
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

　

・
未
熟
児
支
援

●
高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
・
介
護
保
険

　

・�

○新
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購

入
補
助

　

・
臨
時
福
祉
給
付
金

　

・
障
が
い
者
相
談
支
援

　

・
在
宅
介
護
手
当
支
給

　

・
障
が
い
者
自
立
支
援
の
推
進

　

・
介
護
予
防
対
策
の
推
進

　

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

▲町内すべての防犯灯をLED化

▲�デジタル化により大規模災
害時の連携や、情報の安全
性を高めます。

②
環
境
と
調
和
す
る

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

④
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

③
多
様
な
産
業
が
育
つ

　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
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平成27年度の主要な施策と予算

●
児
童
福
祉
・
保
育
園

　

・
○新
児
童
館
建
設
基
本
構
想
策
定

　

・�

○新
幸
田
保
育
園
大
規
模
改
修
基
本
構

想
・
実
施
設
計

　

・
○新
幸
田
小
第
３
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設

　

・�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　

・�

保
育
園
英
語
あ
そ
び
モ
デ
ル
事
業
拡
充

　

・
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

　

・�

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
（
中
学
校
卒
業

ま
で
）

　

・
児
童
ク
ラ
ブ
運
営

　

・�

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
・
入
園
料
補
助

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
教
育
・
文
化
・

学
習
活
動
の
場
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
な
ど

生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識

の
醸
成
を
図
り
、
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

●
社
会
教
育

　

・�

○新
島
原
藩
主
深
溝
松
平
家
墓
所
保
存

整
備
事
業

　

・
○新
歴
史
と
文
化
の
友
好
交
流

　

・
○新
町
民
会
館
等
改
修
計
画
策
定

　

・
生
涯
学
習
講
座

　

・�
こ
う
た
夏
ま
つ
り
、
こ
う
た
凧
揚
げ
ま

つ
り

　

・
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
補
助

●
ス
ポ
ー
ツ

　

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

・
町
民
大
運
動
会

　

・�

新
春
駅
伝
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会

●
学
校
教
育

　

・
○新
幸
田
小
学
校
校
舎
増
築
実
施
設
計

　

・�

○新
幸
田
中
学
校
・
南
部
中
学
校
へ
の

太
陽
光
発
電
設
備
設
置

　

・
少
人
数
、
通
級
指
導
対
応
教
育
の
推
進

　

・
荻
谷
小
学
校
体
育
館
吊
り
天
井
耐
震
化

　

・�

坂
崎
小
学
校
・
深
溝
小
学
校
ト
イ
レ
改
修

　

・
中
学
校
図
書
館
空
調
設
備
設
置

　

・�

学
級
補
助
嘱
託
教
員
、
理
科
支
援
員
配
置

　

・�

日
本
語
指
導
教
員
、
母
国
語
対
応
支
援

員
配
置

　

・
外
国
人
英
語
講
師
増
員

　

・
奨
学
金
制
度

　

・
教
育
相
談
活
動
の
充
実

●
国
際
化

　

・
中
学
生
海
外
派
遣

　

・
国
際
交
流
事
業
補
助

　

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
配
置

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

・
地
区
集
会
施
設
維
持
管
理

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援

　

住
民
が
積
極
的
に
行
政
に
参
加
で
き
る
開

か
れ
た
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
長
期
的
な
視
点
に
た
ち
健
全
性
を
重
視

し
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行
財
政
運
営
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

●
広
報
・
広
聴

　

・
広
報
紙
発
行

　

・
町
政
モ
ニ
タ
ー

　

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
作
成

●
指
定
管
理
者
制
度

　

・
町
民
会
館
、
図
書
館
、
町
民
プ
ー
ル

　

・�

高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者

⑥
健
全
な
行
財
政
に
よ
る

　
　
　

確
か
な
ま
ち
づ
く
り

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

・
道
の
駅
「
筆
柿
の
里
・
幸
田
」

●
行
財
政
運
営

　

・
○新
第
６
次
幸
田
町
総
合
計
画
策
定

　

・
○新
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定

　

・
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修

　

・
新
電
力
か
ら
の
電
力
調
達

　
　
（
電
気
料
金
削
減
）

　

・�

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
事
務
改
善
の

推
進

　

・
公
債
費
の
抑
制

　

・
借
地
解
消
（
用
地
購
入
）

▲�児童館の全小学校区設置に
むけた構想の作成

▲�全国でも数少ない人口増
加が見込まれる町

▲�利用希望の増加にこたえるため、
児童クラブを追加

　

本
町
の
行
財
政
運
営
は
、
財
源
不
足
か
ら

貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

に
頼
る
予
算
編
成
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
貴
重
な
収
入
の
一
つ
で
あ
る
法
人
町
民

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
法
人
税
の
創
設

に
よ
る
一
部
国
税
化
の
影
響
も
あ
り
、
税
収

の
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
財
源
の
選
択
と
集
中
を
図
り
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
、
長

期
的
展
望
に
立
っ
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

諸
施
策
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町

民
の
皆
様
と
の
対
話
の
中
か
ら
い
た
だ
い
た

貴
重
な
ご
意
見
を
可
能
な
限
り
取
り
入
れ
、

「
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
行
政
」
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課
財
政
Ｇ
（
内
線
３
５
３
）

⑤
地
域
文
化
・
人
づ
く
り
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